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ト
ピ

ツ
ク
ス

飯
山
南
地
域
は
、
旧
飯
山
町
の
南
部
に

位
置
し
、
西
を
上
器
川
、
南
を
岡
田
台
地
、

北
東
を
丘
陵
地
に
囲
ま
れ
た
盆
地
状
の
低

地
で
す
。
（図
１
）
。

古
事
記
に
よ
る
と
讃
岐
国
の
国
魂
神
は

飯
依
比
古
で
あ
り
、
飯
野
山
麓
に
あ
る
飯

神
社
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
野
の
中
に

鎮
座
す
る
円
錐
形
の
山
を

「お
む
す
び
」

に
見
立
て
て

「飯
」
を
付
け
て
飯
野
山
と

呼
び
、
米
で
財
を
得
た
当
時
の
豪
族
が
山

岳
信
仰
か
ら
山
頂
に
飯
神
社
を
建
立
し
、

豊
作
を
祈
願
し
た
の
で
し
よ
う

（飯
神
社

は
時
を
経
て
中
腹
、
山
麓
へ
遷
座
）
。

な
ぜ
飯
山
南
は
米
ど
こ
ろ
に
な

っ
た
の
か
―

Ｉ
大
地
の
成
り
立
ち
か
ら
謎
解
く

Ｈ

弥
生
時
代
か
ら
悠
久
の
時
を
経
た
今
日
ま
で
も
、
米
作
り
は
脈
々
と
地
域
に
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。
法
勲
寺
村
史
に

「人
々
は
こ
の
小
高
い
丘
に
住
居
し
、
そ
の
周
辺
の
平
野
で
い
ち
早
く
稲
作
を

始
め
た
」
と
あ
り
ま
す
。
米
作
り
に
必
要
な
水
と
肥
沃
な
農
地
に
恵
ま
れ
、
農
耕
技
術
や
農
地
の
条

里
地
割
等
に
よ
っ
て
農
村
文
化
が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

南
地
域
は
三
大
た
め
池

・
河
川

≧
辰
業
用
排
水
路
利
用
に
よ
る
稲
作
が
中
心
の
田
園
地
語
で
す
。

桃
の
栽
培
が
盛
ん
な
丘
陵
地
を
有
す
る
北
地
区
と
は
対
照
的
な
低
地
と
扇
状
地
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

で
は
な
ぜ
米
ど
こ
ろ
に
な
っ
た
の
か
、大
地

（地
域
全
体
）
の
成
り
立
ち
か
ら
謎
解
い
て
み
ま
し
よ
う
。

一
日
飯
山
南
地
域
が
古
代
か
ら

米
ど
こ
ろ
と
い
わ
れ
る
理
由

①
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｅ

図 -1飯山南地区の地形分類図 (国土地理院図に加筆)

町
名
は
、
飯
野
山
の
南
麓
に
位
置
す
る

関
係
で
古
く
か
ら
飯
山
地
方
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。

令
利
に
入
り
国
道
４
３
８
号
の
飯
山
バ

イ
パ
ス
の
整
備
工
事
着
工
に
先
立

っ
て
遺

跡
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。
（図
２
）
令

和
元
～
四
年
に
か
け
て
飯
山
南

コ
ミ

ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
ダ
ー
の
西
側
と
南
側
に
あ

る

「沖
遺
跡
」
と

「沖
南
遺
跡
」
の
発
掘

が
始
ま
り
、
表
上
の
下
か
ら
は
粘
土
地
盤

が
現
れ
て
い
ま
す
。
（写
真
１
）
こ
こ
か

ら
は
古
墳
時
代
中
期
の
溝
跡
か
ら
土
師
器

壺

・
椀

・
高
杯
等
が
、
鎌
倉
か
ら
室
町
時

代
の
溝
跡
か
ら
土
師
質
土
器

・
陶
器

。
中

国
産
磁
器

・
瓦
が
出
上
し
て
い
ま
す
。
（写

真
２
）
こ
の
溝
跡
は
周
辺
の
条
里
地
割
と

同
じ
方
向
を
示
す
こ
と
か
ら
、
地
割
が
こ

の
時
代
ま
で
に
整
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
、

図 =2遺跡位置図 (国土地理院地図)

香川県埋蔵文化財センター提供

漁」A否川呉
飯山支店

TEL 0877-98‐ 3263
FAX 0877-98-6995

丸亀市飯山町下法軍寺545… 1

きもの と梓

◎株あ
丸亀市飯山町下法軍寺691-6

oo0120日 0フロ8848
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さ
ら
に
瓦
は
古
代
寺
院
の
法
勲
寺

（後
述
）

跡
と
同
じ
文
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
遅
く

と
も
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
条
里
制

が
整
い
、
い
ち
早
く
米
ど
こ
ろ
に
な
っ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

ト
ビ

ツ
ク
ス

飯
山
南
地
域
に
は
、
全
国
の
国
分
寺
よ

り
約
弼
年
早
く
建
立
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る

法
勲
寺
、
そ
し
て
岡
面
の
西
端
に
讃
留
霊

王
神
社
、
八
坂
神
社
、
八
幡
神
社
の
３
社

が
背
中
合
わ
せ
で
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
米

が
も
た
ら
す
豊
か
さ
で
古
代
よ
り
栄
え
た

地
域
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

三
日
土
器
川
は
暴
れ
川
、

伏
流
水
を
つ
か
っ
た
農
業

か
つ
て
土
器
川
は
飯
野
山
の
東
を
坂
出

方
面
に
向
け
て
流
れ
て
い
ま
し
た
。
地
域

一
帯
は
、
土
器
川
が
流
路
を
変
え
て
形
成

し
た
扇
状
地
で
す
。
普
段
水
の
少
な
い
土

器
川
の
東
小
川
地
区
は
、
伏
流
水
を
利
用

し
た
出
水
が
多
く
、
米
は
勿
論
、
菊
な
ど

花
斉
栽
培
や
野
菜
作
り
の
適
地
で
す
。
ま

た
、
土
器
川
は
、
中
方
橋
か
ら
高
柳
橋
の

区
間
で
河
床
の
流
れ
が
な
く
な
る
瀬
切
れ

（表
流
水
が
途
絶
え
る
区
間
）
が
あ
り
ま

す
。
香
川
大
学
の
研
究
で
は
、
こ
の
瀬
切

れ
は
河
床
礫
層
の
厚
さ
の
違
い
に
よ
る
も

の
で
、
こ
の

原
因
と
し
て

未
知
の
断
層

を
想
定
し
て

い
ま
す
。

林田出水

説月れはlSI

三
日
米
作
り
に
か
か
せ
な
い

粘
土
地
盤
の
形
成

稲
作
に
は
水
稲
と
陸
稲
が
あ
り
、　
一
般

に
は
水
稲
が
主
流
で
す
。
水
稲
は
水
を

張
っ
て
お
く
の
で
土
壌
は
水
を
透
し
難
い

粘
土
地
盤
が
適
し
て
い
ま
す
。
丸
亀
平
野

は
土
器
川
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
扇
状
地

（砂
や
礫
の
水
を
透
し
や
す
い
地
盤
）
で

す
が
、
上

・
下
法
軍
寺
地
区
は
粘
土
地
盤

な
の
で
す
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

上
法
軍
寺
に
あ
る
王
子
神
社
は
、
岡
田

台
地
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
台
地
は
土
器
川

が
作

っ
た
段
丘
で
、
十
万
年
以
上
前
の
古

旦
扇
状
地
で
す
。
岡
田
台
地
の
北
縁
に
あ

る
崖
は
岡
田
断
層
の
断
層
崖
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
産
そ
の
も
の
は
南
東
か
ら
北
西

方
向
に
流
れ
て
い
た
古
い
時
代
の
綾
川
に

よ
り
侵
食
さ
れ
た
崖
で
す

（図
３
）
。

こ
の
た
め
、
岡
田
断
層
は
段
丘
産
の
北

側
の
平
野
の
南
縁
部
を
通
っ
て
い
る
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「名
」
付
近
の
地
形
に
逆
ら
っ
て
流
れ

て
い
る

「逆
さ
ま
川
」
も
断
層
の
影
響
と

さ
れ
て
い
ま
す

（図
３
）
。

つ
ま
り
、
図
４
に
示
す
２
本
の
未
知
の

断
層
が
横
ず
れ
す
る
こ
と
で
、
挟
ま
れ
た

飯
山
南
地
域
が
陥
没
し
た
と
こ
ろ
に
土
器

川
の
伏
流
水
と
古
綾
川
の
地
下
水
が
供
給

さ
れ
て
湖
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
て
い
ま

す

（図
５
）
。

現在の上器川

400年前の上器川

NHKとち夕lり 「丸亀平野を作つた “暴れ川“」より

写真 -2沖遺跡から発掘された土器

寺井出水

写真‐1沖遺跡発掘現場

暴れ川の上器川からの日巴沃な土嬢

/

昔、

川が流れていた

ことを示す地名

主″舞■語ガヽ皿 生抽これ林 土爵賞主巴

こに1lJAll

Olll匡〕

,鵡
軸

0剛

図 3飯山南周辺標高図
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ト
ピ

ツ
ク
ス

陥
没
地
に
は
、
地
名
や
河
川
名
と
し
て

「東
沖
」
、
「西
沖
」
、
「沖
川
」
が
あ
り
ま

す

（図
１
）
。
「沖
」
と
は
、
海

・
湖
な
ど

で
岸
か
ら
遠
く
離
れ
た
所
、
あ
る
い
は
田

畑

・
原
野
の
開
け
た
遠
い
と
こ
ろ
を
意
味

し
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
陥
没
地
に
形
成
さ

れ
た
湖
を
見
た
先
人
が

「沖
」
の
字
を
当

て
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
れ
を
実
証
す
る
デ
ー
ダ
が
二
つ
で
て

き
ま
し
た
。　
一
つ
に
は
、
飯
山
南
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
移
設
に
伴

っ
て
実
施

さ
れ
た
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
結
果
で
す
。
表

層
は
厚
さ
７
ｍ
程
度
の
厚
い
粘
土
で
被
覆

さ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
も
う

一

つ
は
、
令
和
２
年
１１
月
、
国
４
３
８
号
の

法
勲
寺
橋
の
工
事
中
に
泥
炭

（ピ
ー
ト
）

が
出
現
し
、
専
門
の
研
究
機
関
で
検
査
し

た
と
こ
ろ
約
２
万
年
証
げ
草
本
類
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

四
．
土
地
の
成
り
立
ち
と

地
域
の
特
性

こ
の
地
域
は
、
断
層
運
動
に
よ
り
地
盤

が
陥
没
し
て
浅
い
湖
が
誕
生
し
、
そ
こ
に

粘
土
が
堆
積
し
た
お
陰
で
米
作
り
に
最
適

可
■■

キ

飯神社

な
粘
土
地
盤
に
な
り
ま
し
た

（図
６
）
。

河
川
の
利
用
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
粘

土
地
盤
に
水
路
を
張
り
巡
ら
せ
て
土
器
川

の
出
水
を
導
き
、
さ
ら
に
は
谷
部
に
た

め
池
を
整
備
し

（大
窪
池

・
仁
池
）
、
大

地
を
上
手
に
利
用
し
て
き
た
先
人
の
知
恵

と
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
米
ど
こ
ろ
と

な
っ
た
の
で
す
。

地
理
的
に
は
、
２
大
た
め
池
と
地
域
の

中
心
部
を
南
西
部
か
ら
大
束
川
が
買
流
、

こ
の
大
束
川
に
は
二
つ
の
支
川
に
加
え
中

大
束
川
が
島
田
地
区
東
部
で
合
流
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
狭
い
道
路
沿
い
に
は
農
業

用
水
路
が
多
く
、
大
雨
洪
水
等
発
生
時
は

災
害
の
リ
ス
ク
の
高
い
地
域
で
す
。
丸
亀

市
発
行
の
ハ
ザ
ー
ト
マ
ッ
プ
や
コ
ミ
ユ
ニ

テ
ィ
で
作
成
し
た
防
災
マ
ッ
プ
を
再
度
確

認
し
、
避
難
の
適
期
、
避
難
場
所
や
避
難

方
法
を
ご
家
族
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

五
日
未
来
づ
く
り
の
礎

私
た
ち
の
住
む
飯
山
南

（法
の
郷
）
の

先
人
た
ち
は
、
穀
物
の
集
ま
る
神
様

「飯

依
比
古
」
に
見
守
ら
れ
、
土
器
川
か
ら
の

恵
み

（水
と
肥
沃
な
地
）
に
よ
り
稲
作
に

励
み
、
◆
日
ま
で
農
村
文
化
を
築
い
て
き

ま
し
た
。
過
去
に
思
い
を
馳
せ
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
す
る

一
助
と
し
て
、
法

の
郷
い
き
い
き
ま
つ
り
で
、
子
ど
も
た
ち

が
お
米
に
触
れ
、
法
の
郷
の
文
化
や
歴
史

を
感
じ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
特
集
が
未
来
づ
く
り
の
礎
に
な
る
事

を
願
い
ま
す
。

香
川
大
学

長
谷
川
修

一
特
任
教
授
　
監
修

讃
岐
ジ
オ
パ
ー
ダ
構
想
推
進
準
備
委
員
会

。

会
員

（コ
ス
モ
ス
自
治
会
）

血
本
和
彦
さ
ん
　
執
筆

掲
載
文
中
、
執
筆
者
の
ご
了
解
を
賜
り
、
平
易
な
文

章
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
箇
所
も
ご
ざ
い
ま
す
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
（広
報
委
員
会
）

飯 山南 地 区の模 式地 質 断面 図

呵ヒ←一
お しょもの 足跡

飯 野 山
(422m)

飯 山

図-4 飯山南を陥没させた未矢Eの断層図 (地理院地図 )に一部カロ筆 )

岡田台地礫層

■ た苫▲え

(南 Jヒ )
.→南

岡 田台地

王

キ
!

r

飯 山 南
ヨミュ手 ィ

一
Ｌ

てキr■

´
釘

ヤ ■

"t

★

蛇
■

未 知 の 活 断 旧 断 層
上

(飯山断層)?
ぞ

(仏生山断層):?

図-5 飯野山から飯山南地区の地質断面図

層

(1)未知の活断層2本の活霊枷前
花簡岩の上に砂礫等が分布して
いた。

(2)断層が活動して中央部が陥没

陥没部に水がたまり、湖が形成さ
れる.

(3)陥没地に粘上が堆積

湖の底に粘とが堆積し、その後に湿地

となり泥炭が形成される。

図-6 飯山南地区の土地の成り立ち図

法の郷いきいきまつり

お米手ばかり 100gチ ャレンジ

陥没地形

約クテつ年椅ちの出挿土怖認

占野川起源の結砧ナ守岩瞭発見
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ど
あ
ん
′な
い
　
―
ヨ
皇
Ｊ
Ｊ
つ
―

保
健
師
の
健
康
相
談

【申
込
不
翌

原
川
エ
ン
マ
堂
「盆
踊
り
」

【内
容
】
骨
密
度
測
定
。血
圧
測
定
・検
尿

【日
時
】
８
月
２‐
日
（水
）

９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

【場
所
】
第
２
会
議
室
　
　
【対
象
】
市
民

【準
備
】
お
持
ち
の
人
は
健
康
手
帳
・健
診
結
果

【間
合
】市
健
康
課
　
ａ
２
４
１
８
８
０
６

人
権
講
座

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
人
権

問
題
を
正
し
く
理
解
し
、
お
互
い
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
法
の
郷
地
域
社
会
づ
く
り
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

【日
時
】
８
月
１４
日
（水
）

９
時
３０
分
～
１１
時

【場
所
】多
目
的
室

【講
師
】
丸
亀
市
総
務
部
人
権
課

江
川
寿
英
さ
ん

さ
あ
、恒
例
の
エ
ン
マ
堂
盆
踊
り
で
す
。

４０
年
来
踊
り
継
が
れ
て
い
る
五
つ
の
古
い

踊
り
を
披
露
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

＊
お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

【日
　
時
】
８
月
１６
田
（金
）

‐８
時
３０
分
～

【場
　
所
】
原
川
エ
ン
マ
堂
・下
法
第

一
公
民
館

（飯
山
交
番
の
斜
め
前
）

【駐
車
場
】藤
原
石
材
・池
田
う
ど
ん
。

ベ
ル
モ
二
十
会
館

【練
習
日
】
８
月
２
日
。３
日
・１０
日
、原
川
エ
ン

マ
堂
に
て
１９
時
～
２０
時
３０
分
ま
で

ご
自
由
に
参
加
く
だ
さ
い
。

サ
ー
ク
ル
の
紹
介

蝶郁ご
し
い
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス

★
体
験
・見
学
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

年
齢
や
経
験
は
全
く
間
い
ま
せ
ん
。ま
ず

一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
で
新
し
い
自
分
に
出
会
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

【国
時
】
毎
週
水
曜
日
　
１８
時
３０
分
～
２‐
時

毎
週
木
曜
日
　
１０
時
～
１２
時

【場
所
】
多
目
的
室
４

【会
費
】
１
回
　
１
，８
７
０
円

法
ノ
リ
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
！

「み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！
夏
の
思
い
出
」

【日
時
】
８
月
２４
田
（土
）

１６
時
～
１９
時
３０
分

【場
所
】法
の
郷
公
園

盆
踊
り
（原
川
エ
ン
マ
堂
盆
踊
り
保
存
会
）

他
お
た
の
し
み
イ
ベ
ン
ト

（詳
細
は
９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

「法
の
郷
公
園
」革
抜
き

み
ん
な
の
公
園
を

一
緒
に
き
れ
い
に
し
ま

せ
ん
か
。
１
時
間
程
度
の
草
抜
き
で
す
。終
了

後
、美
味
し
い
飲
み
物
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

【日
時
】
８
月
２０
日
（火
）

１８
時
～

９
月
１８
日
（水
）

惇
時
～

【場
所
】
法
の
郷
公
園

ご
あ
ん
な
い

。
エ
ー
ル

ｙ

　

　

　

，

飯山 飯山高校「ひまわり迷路」日記

(令和6年度版)

ひまわり迷路は、本校農場で育つた約1万本のヒ

マワリでつくる巨大迷路です。毎年1年生が中心に

準備をすすめ、近隣の保育所などの子どもたちを招待しま

す。今回は迷路ができるまでの様子をご紹介します。

土づくりと種まき(4月 )

4月中旬、入学したばかりの1年生有志が畑に肥料をま

き、土づくりからスダートです。4月下旬、グラス毎に横1列

に並び1粒 1粒優しく種をまきます。

雑革取り(5月～6月 )

◆年は雨が多かつたせいもあり雑草の勢いが強く、雑車

を取りながらヒマワリの成長を応援する日々が続きました。

ヒマワリ満開 !笑顔満開 l17月上旬)

今年は全体の約4分の1が上手く育ちませんでしたが、

約フ000本のヒマワIジが満開となり、例年どおり子どもたち

を招待できました。生徒と子どもたちの笑顔も満開です。

種まきの様子 14月) 雑草取りの様子 (5月)ひ まわり迷路にて (7月 )
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フ月1日 (月 )2日 (火 )、 4日 (木)の 3日間で、ペ

ア学年に分かれて、『七夕お話会』がありました。

1日 (月 )は、1年生と6年生のペアで

のお話会でしたが、その際は、6名の

図書ボランティアの方々からの読み

聞かせがありました。

今回のお話は、『たなばたのおねが

い』という友だちと一緒に七夕にお願

いし、そばにいる友だちの大切さに気

づく心温まるお話でした。子どもたち

は、ア国の七夕に向けてそれぞれに願

いや夢を抱いた、楽しいひとときとなしりました。

図書ボランティアさんには、普段から図書室の環境整

備をしていただき、図書室は、児童にとって好きな本やお

話との出会いの場だけでなく、季節を感じたり、想像力

が1彰らんだりする素敵な場所になっています。

七夕お話会飯山南
′Jヽ学校高校

5

〈くく Yett 〉〉〉

エール

コ
世
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司
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ィ

ド
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F.



躍
動
す
る

は
ん
な
ん

。
歴
史
探
訪

・
不
易
流
行

「で
ん
き
な
く
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
」

布
限
会
社
イ

エ
マ
ッ
ク

当
社
は
、
現
社
長
が
電
気
工
事
会
社
か

ら
独
立
し
、
平
成
１０
年
５
辰
よ
，
′
ｒ
∝
こ
法

の
郷
飯
山
南
に
て
「有
限
会
社
イ
エ
マ
ッ
グ
」

と
し
て
ス
ダ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｅ
Ｍ

Ａ
Ｋ
（イ
エ
マ
ッ
ク
）
を
逆
か
ら
読
む
と
社
長

の
名
字
に
な
る
の
で
す
。
解
り
や
す
い
よ
う

で
解
り
に
く
い
社
名
の
秘
密
の
由
来
で
す
。

当
初
は
「何
の
会
社
つ
と
と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
〈フ
で
は
冨
理
乳
屋
さ
ん

の
イ
エ
マ
ッ
ク
さ
ん
ね
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

当
社
の
得
意
と
す
る
分
野
は
、
市電
気
設
備

工
事
、
給
排
水
設
備
工
事
で
す
。
商
業
店
舗

や
個
人
の
住
宅
新
築
工
事
。改
修
工
事
・太

陽
光
お
よ
び
蓄
電
設
備
か
ら
公
共
工
事

等
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
施
工
お
よ
び
設
計
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
公
共
工
事
で
は
、
丸
亀

市
内
の
総
合
セ
ン
ダ
ー
や
福
祉
セ
ン
ダ
ー
、

中
学
校
な
ど
で
工
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
香
川
県
内
が
中
心
で
す

が
、
時
に
は
県
を
ま
た
い
で
仕
事
を
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

創
業
以
来
、
私
た
ち
は
お
客
様
の
声
に
丁

寧
に
耳
を
傾
け
、
考
え
な
が
ら
営
業
し
、
少

し
ず
つ
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
地

域
の
皆
様
よ
り
お
力
を
い
た
だ
き
、
お
か
げ

さ
ま
で
創
業
２５
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
度
、
事
務
所
を
東
小

川
に
移
転
し
て
新
た
に
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
〈フ
ま
で
以
上
に
、
地
域
に
根
差
し
た
企

業
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

」
Ｅ
Ｅ
み
み

盤
動
す

石

は
た
な
た

一

限会社

EMA

有限会社イエマック
飯山町東刑嘲1115-19

一肺
」
血
て

環
講

《讃
王
神
社
》

詐
拝
殿
御
廣
前
。南
向
き 【

讃
留
霊
王
伝
承
認
シ
リ
ー
ズ

成Ｌ
　
　
車乗
島

和
茂

【讃
留
霊
王
伝
承
の
神
社
】

◎
香
川
県
内
鎮
座
十
神
社

○
讃
王
神
社
【シ
リ
ー
ズ

Ｎｏ
・２３
十
‐⑩
】

《讃
王
神
社
（さ
ん
の
う
じ
ん
じ
ゃ
し

鎮

座

地
　
丸
亀
市
飯
山
町
東
坂
元
姿
谷

態
不
　
　
神
　
●
讃
留
霊
王
（建
貝
児
命
。た
け
か
ひ
こ
の
み
こ
と
）

神
社
由
緒
　
伝
う
る
所
に
よ
れ
ば
、●
建
貝
児
命
勅
（ち
ょ
く
）
を

奉
じ
て
南
海
の
賊
を
征
し
留
ま
っ
て
讃
岐
國
を
守

る
。
ゆ
え
に
讃
留
霊
王
と
称
し
奉
る
。
当
社
は
王
の

嫡
妻
（ち
ゃ
く
ざ
い
）
に
し
て
そ
の
鏡
を
以
っ
て
廟

主
と
な
す
。依
っ
て
地
名
を
姿
見
と
云
う
。△フ
姿
谷

と
云
う
は
訛
（な
ま
り
）
な
り
。

キ
正
徳
五
年
（西
暦
１
７
１
５
）
の
棟
札
あ
り
。

参
考
文
献
虫
香
川
縣
神
社
誌
イ
発
行
所
香
川
縣
神
職
會

昭
和
十
二
年
十
二
月
一日

発
行
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心ヽ

え

り
ゆ
つ

不

易

流
・行

う き

～
調
べ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
（２
）～

友
だ
ち
が

「す
ご
い
四
す
ご
い
口
」
と

絶
賛
し
て
い
た
香
川
園
長
さ
ん
の
話
が
聞
け

な
か
っ
た
こ
と
を
と
て
も
後
悔
し
た
と
レ

ポ
ー
ト
に
も
綴
っ
て
い
る
。

そ
の
レ
ポ
ー
ト
に
は
、
コ
疇
く
は
く
や
し

く
な
っ
て
、
そ
れ
な
ら
自
分
で
調
べ
て
み
よ

う
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
」
と
調
べ

よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
が
し
っ
か
り
と
善

か
れ
て
お
り
、
戸
い
く
の
ゴ
リ
ラ
訪
間
記
」

盆
ど
う
ぶ
つ
と
動
物
園
」
２
０
０
１
年
１２
月

号
東
京
動
物
園
協
会
の
機
関
誌
）
に
そ
う

表
現
さ
れ
て
い
る
。

つ
づ
く
　
　
　
（三
谷
　
秀
樹
）

「どうぶつと動物園」2001年 12月号

東京動物園協会の機関誌



0魅力ある法の郷らしさ法
の
郷
づ
く
り

・
ふ
れ
あ
い
交
流
室

ぶOf｀
‐no‐ set。

コミュニテイが

すすめている

取り組みを

お知らせします。

F

スローガン  みんなで育てる住みよいまち法の郷
Ⅲ地域づくり り環境保持 131去の郷公園
14)ま ちライブラリー Ⅲ法の郷食堂班 61活用班

|,,防災 ■防犯。交通安全

◎高齢者対策 10,児童。子育て支援

O健康づくり推進事業 |〕運動習慣づくり
0食生活の改善 14心の健康づくり

O学校支援 ⑭生渥学習
⑫地域づくり支援 ①東」Wil児童センター支援
●法の夕F[いきいきまつり●コミュニティだより、ホームページ

●コミュニティセンダーと法の郷公園

り

囲 朗文化育成部

こども夏の集い

(児童センター)

7月 13国に行われた「こども夏の

集い」に、部員が応援に行つてきまし

た。遊びのコーナーやノヾザーなどの

お手伝いを、五反地自治会や樋の回

自治会の皆さんとも協力しながら行
い楽しい一日でした。

健康スポーツ部

自治会交流

ラジオ体操報告

7月 21日～27日のラジオ体操に

17自治会、約270名の方がど参加
いただきありがとうございました。

フ月28日のペダング大会もど参加

ありがとうどざいました。

,3Йあし崚弱濶隙活用班・醐 ,1)

夏休み学習会

7月 24、 25日、2日間で延べ47名

の児童が参加し、学習支援員の見守

りのもと、皆、静かに夏休みの宿題に

取り組んでいました。

食堂班の方の手作り昼食も好評

でした。ありがとうどざいました。

健康づくり推進委員会

第 2回健康講演会
今回は「□腔ケア」について、歯科

衛生士の青木さ

んのお話を聞きま

した。次回の講演

会(11月 、2月 )も
お楽しみに。

M

夏休みの児童センダー見守リボラ

ンティアに協力いただいた部員の皆

さんもお疲れさまでしたI

0

M

飲
］

i浮δ韓導 上ャ
｀
rT甘室  ゝ紗 

■  潤
|      |,

Ⅲ士
」

ラム
′

れ|

好l坤 411.II■ |=

●じどせんのおねえさんとしヽつしょ

8月 はお休みです

0ライプラヅーのおねえさんといつしよ
8月 21日 (水)10時 30分～ 11時
『紙芝居や大型絵本を楽しもう』
～読み間かせとミニうちわつくり～

●移動辺書館華かのまる号

8月 8日 (木 )
10]寺 30分-11日寺30分

●法ちゃんくらぶ

8月 1フ日 (土 )
10日寺30分～ 11日寺30分
『チャームを作ろう』

募集人数 :10名 (予約制 )

参 加 費 :110円

●焼き菓子の販売 〔パン。焼き菜子工房らば】
8月 1フ日(上)11時 ～11時 45分

予約制のイベントはコミュニテイセンターまでお申込みください。コミュニティセンターのホームページに『ふれあい交流室だより』を掲載しています。

可愛t Iよ。

,

0命と暮らしを守る安全安心

0ともに支え合い健やかに暮らす

0健 康とスボ…ツで元気いつぱい

0“楽しい "が見つかる子育てと文化

0市 民参加情報まるごと発信

●ふらつと Tea Time～小物づくり～

みなさんと一緒に楽しい時間を過ごしませんか

お友達やご近所さんと一緒にお越しください

8月 15日 (木 )
9日寺-10日寺                一
参加費 :300円

締切り:8月 9日 (金 )

●朝市・フリーマーケット ド崎四 ∴
8月 24国 (土 )16時 ～
法ノリサマーフェスティバルに併せ

時間を変更して開催します

地元農家さんの採れたて新鮮野菜

手作り小物・多肉植物。日用品など販売予定

●パンの販売〔にじいろベーカリー〕

憶

く:ここ:ことここ議轟諸沸
8月 14日 (水 )
11時～ 熙ie

活
　
用
　
班
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●u 宝赤有ゃた募集中,ヽ,Ⅲ

Ⅲか,I,「■

の豚しそはさみ
焼く。煮る。揚げる。漬けるなど、

さまざまな調理法で楽しめる夏野菜。

■材料 (2人分 )
サラダ油 ………

なす………… 3個 (約240g)酒 …………・
豚バラ薄切り肉 …………100g ポン酢しようゆ
青ジソの葉 ―……i8枚 (約4g)塩・小麦粉 ・…

大さじ4

大さじ1

大さじ3
… 少々

宝
赤
ち
や
ん

。
健
康
ゲ
ツ
ト

・
フ
オ
ー
カ
ス

・
法
の
郷
人■作り方

0なすは縦半分に切り、それぞれ切り離さないように厚みの
半分のところに切り込みを入れる。豚肉は長さを半分に

切り、青じそは軸をのける。切り込みに青じそ1枚、豚肉の
1/6量を順に重ね、塩少々を応、ってはさむ。残りも同様に

はさみ、全体に小麦粉を薄くまおヾす。

②フライパンにサラダ油を中火で熱し、なすの断面を下にし
て並べる。1分ほど焼いて酒を加え、ふたをして弱めの中
火で3～4分蒸し焼きにする。ポン酢しようゆを回しか
よど煮からめて器に盛る。フライパン|

サ、残りの青ジソをちぎって

No.

047
八綿 隆弘さん

原川自治会

人当たりがよく穏やかで、怒られたことがないと奥

様の談。白髪を後ろで結びモダンな85歳、鳥取県倉吉
市出身の方です。

昭和51年に飯山町に転居して電気屋を開業。製品
の販売修理をしながら、ビデオカメラの出現で、結婚式

や入学式など人生の節目となる行事の時には、撮影に

奔走したと。

60歳を過ぎて男性料理グラブ「ゆうゆう会」に、その

後、指導者・田嶋先生の勧めで「食生渚改善推造協議

会」に入り20年。長老で応用がきくので、皆から頼りに

され渚躍されています。特に、天ぷらは音を間きなが

ら、からっと揚がる取
'り

出し時がわかるとか。

また、好奇心旺盛で、陶芸や編み物、竹のランプ

シェードなど興味を持つとすぐ創作に取り組み、作品を

残しているそうです。

これからも、健康に気を付けて、興味のあるものにど

んどん挑戦したいそうです。

九角球 決Й夫拭僻 氏ユテ決綿檸

ベストショット
待ってまたす♪

●対象著

飯山南地区在住で、満3歳までの赤ちゃん
0応募できる方
赤ちゃんの父母または養育者
●お申し込み方法
.将正年月の前祠1日まて寸こ、件名を随更赤ちゃん」

とし、下記の必要事項をご記入のうえ、
メールまたは窓ロヘこ特参くださtち

●必要ヨ頂
・赤ちゃんの氏名 6、 りがな)、

性別、年齢
・保護者の氏名、連絡先
●応募メールアドレス

図 hannan_c@mf.pikara.ne.ip

「こんにちは」という元気な子どもたちの声を楽し

気な歌と手遊びが迎えます。今日は毎月一度の「じど

せんのおねえさんといっしょ」の国。何が始まるんだ?

参力□した子どもたちの目がきらっと輝きます。

大好きな絵本の読み間かせに大きなスグリーンの

上で繰り広げられるパネルシアター。最後は腹話術の

人形夕回ウくんの登場です。もう子どもたちは夢中で

身を乗り出します。予定の30分があつという間に過

ぎてしまいました。

8月は21国です。子育てに奮闘中のお父さんお母

さん、一度のぞいてみませんか。

£ノ悽床ゲツト

粽撓k〔れ西
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9●`こせんたト全 や〕
rノ

丸
亀
市
健
康
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
年
も
暑

い
夏
が

一ま
し
た
ね
。
高
温

イ湿
と
な
り
、
体
調

】崩
し
て
は
い
ま
せ

。
．　
　
　
　
　
ん
か
。

夏
は
体
力
の
落
ち
る
時
期
で
す
。
睡

眠
、
食
事
、
適
度
な
運
動
を
し
、
生
活
リ

ズ

ム
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
夏
バ
テ
、
熱
中
症
予
防
の
た
め
に
も

こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
、
１
日
３
食
三

つ
の
器
で
食
事
を
し
ま
し
ょ
う
。

生
活
だ
よ
り

|′

ゝ

斡

専

業
交
番
だ
よ
曲

あ
り
の
ま
ま
の
あ
な
た
で
い
い

ダ
サ
い
と
言
わ

れ
た
。
変
と
言
わ

れ
た
。
だ
か
ら
変

わ
る
。
み
ん
な
が

お
し
や
れ
と
言

っ

て
い
る
か
ら
、
流
行
っ
て
い
る
か
ら
買
う
。

鏡
を
見
て
み
よ
う
。
そ
こ
に
映

っ
て
い
る

の
は
本
当
の
あ
な
た
で
す
か
？
あ
り
の
ま
ま

の
あ
な
た
が

一
番
素
敵
な
の
に
。

ノ
十
ヤ
ｙ
イ
Ｙ
Ｙ

伏

代

ｋ

子
ど
も
を
水
の
事
故
か
ら
守
ろ
う

子
ど
も
に
と
っ
て
、
水
辺
や
プ
ー
ル
等

で
の
遊
び
は
楽
し
い

一
方
、
危
険
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。

注
意
ポ
イ
ン
ト

海
…
急
な
高
波
に
さ
ら
わ
れ
る
こ
と
や
急

に
深
く
な
る
場
所
が
あ
る
。

離
岸
流

（岸
か
ら
沖
へ
と
向
か
う
海

水
の
強
い
流
れ
）
に
入
り
込
む
と
岸

へ
戻
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

川
…
滑
り
や
す
く
、
浅
く
見
え
て
い
て
も

急
に
深
く
な
る
場
所
が
あ
る
。

池
…
池
の
周
囲
は
滑
り
や
す
く
、
水
面
は

茂
み
で
隠
れ
、
分
か
り
に
く
い
。

プ
ー
ル
…
準
備
運
動
を
き
ち
ん
と
行
い
、

飛
び
込
み
は
し
な
い
。

子
ど

も
を
水

辺

や

プ

ー
ル
等
で
遊
ば
せ
る

・
，

時
は
、
絶
対
に
目
を

離
さ
な
い
よ
う
に
し

て
、
子
ど
も

を
水
の
事
故
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

飯
山
交
番

盗

９
８
１
２
０
２
９

警
察
相
談
電
話
奮
♯
９
１
１
０

創

||

22日 (木)・・・トライアングル《子育て相談》(要申込)

(子育てひろば「たんばt刊と共催)
…ファンタジー《創作紙芝居》
…移動図書館かめまる号がやつてくる

3日 (上)。…ポスターを作ろう(要申込)

18日 (日)…香川大学児童文化研究会
「レグリエーションゲーム」(要申込)

【9月初めの行事】
5日 (木)中●親子体操
14日 (土)・・・図書館うさぎ つくってあそば

●

2024Aぃ。い L

1日 (本)。中親子体操

24日 (土)
23日 (水)

鰯顧騨恨頑鶏ル命

f造協う参RB口 0■力 甑 Eり■は台0■命
徐 長 高口日∋

プログラム
。開会式 (16:00～ 16:05)
o隕鮫法勲寺太鼓
Oナチュラル73(フ リージヤズ)
。迷笛研究会 (縦笛・尺八 )
O紅山積 (バンド演蔓 )
。原川エンマ堂
三拍子 しかしか踊り●

O総踊う
―合まいた 飯山青H買

O閉会式 (19:25～ 19:30)

|ぜ彗
分

お
推
Ｏ
ｂ
ａ
イ
ベ
ン
ト

盆
踊
り
と

鳳
川
エ
ン
マ
Ｂ

盆
お
り
保
奪
会
も
，
加

2024

ａ拳

■
´
■
ハ

3/24 (土)
ヽ

■

ヽ

16:00-19:30

…場所 :法の対′ム`目

す｀

【ゴ
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ω
掲載ページ

‐
パンの日

Lw
かめまる号

ユ1己=
青パト巡回日 カ

レ
ン
ダ
ー

・
地
域
の
様
子

お1●

20 ・ 原川エンマ堂盆踊り練習日 0

30 ・ 原川エンマ堂盆踊り練習日 D

40

50 休館日

6● ・ 連合自治会役員会

70

86

90

100 ・ 原川エンマ堂盆踊り練習日 D

11 lD 休館日
出の日

120 休館日
振替体日

13● 体館日

140 ・ いきいき講座。人権講座 ω

150 ●ふらっとTeaTimeロ

160 ・ 介護予防のための体操教室。原川エンマ堂盆踊り0

〔発行・編集〕

飯山南コミュニティ広報委員会

LH    24 0

17o ・ 法ちやんくらぶり

18o ●にじいるカフェ紅山

19o 休館日

20● ・ みんなでまちづくり 市長と語る会
・ 法の郷公園草抜き日D

21o ・ 健康相談(骨密度測定)｀口い●ライブラリーのおねえさんといっしょり

226

230
・ 法ノリサマーフェスティプWレω ω

・ 朝市。フリーマーケット廻D

防災週間
(～9/5)

25(〕

260

27● 休館臼

280

290
出     300

310

9/2C矛・あいさつ運動(健康スポーツ部)

httpsi//hannanttcttnet/

・ 丸亀市コミュニティ・自治会長研修会

(市生涯学習センター)

今
年
は
沼
発
な
梅
雨
前
線
、
低
気
圧
の
影

響
で
断
続
的
な
降
雨
が
あ
り
水
の
心
配
も
な

く
、６
月
〃
日
頃
に
は
地
域
の
田
植
え
は
終
わ

り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
法
勲
寺
管
内
、
コ
メ
の
作
付

面
積
（概
算
）
は
２
１
４
ｈａ
、
内
お
い
で
ま
い

１
０
８
ｈａ
・ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
、あ
き
さ
か
り
８６
ｈａ
・

コ
ン
ヒ
カ
リ
他
２０
ｈａ
で
し
た
。

農
水
省
に
よ
る
と
、
国
民

一
人
あ
た
リ
コ
メ

の
年
間
消
費
量
は
１
９
６
２
年
１
１
８
ｋｇ
を

ピ
ー
ク
に
、
２
０
２
２
年
５
０
ｏ９
ｋｇ
と
落
ち

込
ん
だ
の
は
食
生
沼
の
洋
風
化
が
要
因
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
パ
ン
は

一
世
帯
当
た
り
年
間
支

出
金
額
は
”
子
円
余
、
実
に
コ
メ
の
‐
・
ァ
倍
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
メ
は
需
要
の
落
ち
込

み
以
上
に
生
産
者
の
減
少
が
大
き
い
こ
と
も

わ
か
り
ま
し
た
。
日
本
の
食
料
自
給
率
は
カ
ロ

リ
‐
べ
‐
ス
で
３８
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
が
、
政

府
は
自
給
率
を
令
利
１２
年
度
４５
％
へ
と
目
標

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

因
み
に
、
飯
山
地
区
で
は
５０
経
営
体
（個
人

３７
・農
事
組
合
法
人
１０
・株
式
会
社
３
）と
規
模

を
拡
大
し
て
米
麦
を
中
心
に
、
野
菜
果
樹
等
農

業
生
産
性
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、曲辰
業
経
営
規
模
の
大
小
に
拘
わ
ら
ず
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
、減
少
は
否
め
ま
せ
ん
。
若

者
の
農
業
離
れ
は
顕
著
で
、後
継
者
確
保
は
経

営
体
組
織
に
よ
っ
て
は
切
実
な
問
題
で
す
。
食

糧
安
全
保
障
と
し
て
の
食
や
農
を
自
分
ご
と

と
し
て
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

（文
責
　
進
　
利
彦
）

飯山南コミュニティセンダー

〒フ62‐0084 丸亀市飯山町上法軍寺1010-l Tet・ Fax 08フアー98-2200

コ
メ
需
要
減
を
上

生
産
者
減

地
域
の
様
子

る

口

/百 れヽあい殉レンダ
｀
一
3月

3千□6年
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41〕
「 .Ifイト[「 1ムト

飯山南コミュニティ協議会 ヽ
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